
レヽへちてくらしヽ守3βぢ袋ヒなネlL^婁も、ヽヽくりt。′

原
水
嗅
竹
止
世
界
本
含
ヒ
は

／
９
４
３
年
８
月

６
日
．
９

日
―
か
電
丁
長
疇
に
原
曝
が
投

下
さ
れ
、
２
つ
の
特
か
τ
睦
だ

し
て
、
「
地
獄
」
に
案
き
菫
と

き
た
ま
し
た
。
た
ビ

、
傷
鵡

て

は
そ
の
年
①
う
ち
に
約

２‐
万
人

ｔ
の
學
い
命
ぜ
年
わ
た
ま
し
た
。

し
，
し
、
短
遅
ｔ
准
印
し
た
７

メ
リ
カ
嗜
ミ唇
昂
。長
崎
へ
の

際
場
な
零
が
世
界
に
伝
わ
３
こ

て
ｔ
ｍ出４
厳
し
塁
轄
看
制

ｔ
お
こ
は
い
、
史
縫
墜
里
傘
ロ

民
に
ｔ
、
ア
Ｘ
リ
カ
曰
民
ｔ
は

じ
め
世
界
の
人
ぴ
ヒ
に
ｔ
椰
ら

さ
ネ
ま
せ
ん
で
し
た
。

／
９
５
４
年

３
日
／
日
、
ァ

ス
リ
カ
か
本
平
導
じ
キ
ニ
理
雄

て
お

こ
な

っ
た
水
縄
常
験

に
よ

う
ス
∩
琴
自
に
は
〓
藩
０
原
水

理

に
よ
ユ

ｇ

ｅ

辱

雲

じ

た
。

じ
十

一一衆
鴻
雄
筆
事
件
と
を
っ

か
け
叫

た
宮

・
長
崎
Ｑ

墾

Ｑ

故
射
能
に
お
３
鯵
襦
ｔ
慮
野
ほ

α
尾
智
”
り
，
核
兵
器

農

紀

十
至
訴
３
「
偏
莱
颯
禁

止
穿
Ｚ

」
が
全
日
で
と
り
＜
妾
水
、
′

年
命

で
当
蒔

６
右
施
た
ｏ
週
半

η
訴
鴎饒
繰

２
口
世
界
、
金

伊
閣
か
来

、
以

来
は
年
、
世
Я

（
人
々
ヒ
連
帯

し
て
世
界
木
舎

ザ
開
か
ネ
て

し、

ぃ夏
′
熱
中
義
に
も
ザ

消
防
庁
は
９
月
η
日
１
９
月
２
日
の
／
週
間

著
忌
搬
送
さ
ネ
た
人
智
全
回
て
チ
万
／
６
９
２

雰
＾
伊
屁
ｔ
し
た
こ
の
遅
報
植
ｔ
番
叢
し
、
こ

補
給
ヒ
蓮
伽
ほ
ぜ
ら
農

印
ｔ
噴
ぃか
け
て
い

・713/_。
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こ習各

と

合
ざ

い

つ

つ

い
せ
ま
レ
ち

ギ
‰

ま
す
。
今
年
の
せ
果
本
舎
仁
‘

日
本
書
産
党
ホ
譲
団
か
ら
、
中

・
一●

一ふ今写蜃
か
の

，

一角
に
日
本
書
鷹
党
さ
露
滞

ｏ興
日
の
書
え
室
が
あ
ソ
主
π

一
捧
た
室
の
六
十
はヽ
、
お
よ
そ

一
会
漱
腎
楠
人
権
に
比
例
し
て

一
口
ま
す
。
失
虐
党
市
議
団
め

．
歎
菖
噂

議
え

こ

響
茅

行
は
な
日
付
け
日
曜
版
オ
ツ
３
ミ
と
な
り
ま
す
。
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村
よ
さ
と
、
社
嫌
み
ち
ぅ
議
員

ド
参
加
し
ス
い
ま
す
。

仏
ま
す
ザ
、
ひ
ひ
む
の
浮
上
一

ず
整
響
さ
雄
、
収
箭
よ
り
は
一

ず
い
ふ
ん
マ
シ
に
毎
り
ま
し
，

た
。
洛
示
４
は
ゴ
」の
響
厚
一

に
ε
員
苅ど
３
つ
て
、
て
ね
一

７
率
お
●
み
の各
当
〓
倉
べ
一

ま
す
。ホ
特
前
出
入
ソ
の■
学

当
屋
さ
ん
い牟
当
に
付
い
て
，

い
３
イ
ン
ス
９
シ
ト
ン
そ
封
■

に
お
現
ｔ
λ
ぇ
よ
，ヽ
と
し
て
，

コ
ー
ヒ
ｌ
ｔ
ハ
索
機
い
づ
‐　
一

中
村
あ
さ
こ
菅
颯γ
ち
ょ
っ
一

て
天
然
の
府
の
矢
敗
に
，
一　
一

日
、
苦
喫
し
た
の
で
す
。
　

一

メぁ●:ぶた



［胴
囲
口
”
周
年
懇

誌
届
く

先
０
、
市
奪
計
の
日
本
妻
荏

礎
お
喬

累

室

の
み

ひ
生
だ

あ
て
に
、日
土
支
一塑
右
近
委
地

方
警
傭
愚

和
辞
山
茫
羽
碁
森
所

伊
ぅ

「
飼
性

わ
周
年
隷
Ｑ
謳

（

Ｓ
”
年
慮
′２
Ｈ

り
年
け

０
あ
い
′

メ

）
」
と

し，
も

―
腋

い
Ｃ
Ｒ
グ

送

ち
水

て
き
各

し
た

。

私
ャ
た
職
レ
て
い
た
頃
は
、

運
輸
な
第
一一桑
導
菫
設
愚
和
強

山
墾
菫
嘉
事
務
所
と
，
，
，
つ
名
前

で
し
た
。
私
は
，篤
毎
４
月
に

転
動
で
神
ア
が
ら
和
索
山
に
来

ζ

句
年
４
月
の
ュ
中運
に
虫

棘
補
す
ら
た
か
ｒ
Ъ
年
あ
β
に

ｆ
職
し
た
の
で
す
が
　
記
偽
誌

に
は
当
時
の
上
司
Ｖ
箸
に
そ
の

鼻
栽
所
で
一緒
に
移
い
た
方
々

ハ
寄
「
ｘ
ｔ
ふ
り
、
な
つ
か
し

く
読
き
せ
て
い
に
な
き
ま
〕
た
。

大
岩
石
轟
ａ
ｒ
早
（
後
奸
）

の
こ
て
や
ギ
妥

う
り
で
い
晟
宗

会
（
・”
鷺

）
の
〓
と
ｔ
凩
い
タ

し
ま
）
に
。
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滝畑・山口産廃経処分場反対

1「連帯のつこい」
t♀  
日時 8月 22日 (土)9時 ～ ,2時 までを予定

じ :喜 曇盤韮&T賞5翁テ罰雷?住辱との交流など

〓
Ａ
日
本
共
産

反
核

・
平

和
２

つ
の
大
会

い
ま

ず
ら

御
年
前

ｏ
／
７

，

牛
年

３
円

　

ア
×
リ
カ
か

夫
平
考

ビ
年

二
堤
礁

で
強

行

し
た
水
爆
実

験

唾
遭
週

し
夜

贅
し
た
摯
″
五
福
竜

大
な

ど
の

ビ
十

二
塁
属
［
は

、
翌
”
年
に

い
ま
に
続
く
２
つ
の
●
核
・
芋

和
の
大
会
ｔ
生
み
出
し
ま
し
に

／
つ
は
，
「
偏
水
爆
禁
上
に

関
す
る
せ
ス
の
せ
昴
ｔ
疑
立
す

３
」
こ
と
ｔ
目
的
に
す
す
●
つ

水
た
軍
の
根
の
署
％
遅
効
に
文

・人
ら
な
て
広
島
Ｋ
開
催
さ
水
た

「
原
七
壕
齋
止
世
界
本
な
し
で

す
。
も
つヽ
―
つ
は
、
■
担
。
す

性
が
４
十
ら
侍
ぎ
「核
顎
す
か

ら
チ
む
ｔ
ｔ
守
３
う
」
ヒ
始
ま

っ
た

．
日
本
番
れ
大
会
Ｌ
‘

す

。
２

つ
の
大
会
は
毎
年
間

夕
水
、
「
ノ
ー
モ
７
、
し

バ

ク
ヽヽ
千

」

「
ノ
ー
モ

フ
，
ウ

オ
ー
」
て
訴
え
が

け
て
き
，

し
た
。
中
経
政
権
の
「
戦
争
す
ぢ

日
」
ゞ
く
り
に
原
甘
官
３
運

動
か
容
前
の
規
輝
子
広
が
，

て
い
３

て
い
虐
一に
筑
ね
３
大

き
は

，～く
脈
む

こ
の
た
ま
す
。

ω
南
シ
ナ
書
の
島
し
ょ
の

領
右
権
と
め
，
５
争
い
て
は
，

当
事
口
か
「主
権
Ｑ
損
害
」
ヒ

キ
幹
し
合
っ
て
い
ま
す
▼
瞥
縮

財
政
柊
酸
加
連
合
（
Ｅ
∪
）
か

ら
押
し
付
け
ら
た

ギ
ツ
／
ヤ

で
は
、
「植
尋
セ
と
化
し
た
」

ヒ
Ｑ
全
輌
か
罐
四
。
子
ア
ラ
ス

首
相
は
、
「
圭
権
亡
維
持
す
３

た
め
Ｆ

准
権
団
訴
軍
）続
き

た
た
い
ヽ
Ｒ
い
く
」
ヒ
羮
調
し

ま
す
▼
日
本
が
ら
み
て
ｔ
「
主

権
」
が
目
立
ち
ま
す
。
「
経
靖

主
篭

き
回
に
た
り発
ず
」
環

太
平
ギ
捏
情
警
て
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
。

米
口
①
口
哀
守
全
保
障
島
（
Ｎ

Ｓ
Ａ

）
に
よ
３
日
本
政
府
中

枢

ヤ
日
本
銀
行
、
大
企
業
ぬ
盗
舗

は
、
Ｑ
本
＾
主
権
侵
害
に
限ｂ

ミ
リ
ま
せ
ん
。
も
う
て
も
、
ａ

米
申
保
粂
約
で
米
軍
居
地
ｔ
桓

徴
め
に
認
め
て
い
る
日
本
は
、

主
権
の
こ
害
し朱
国
に譲
渡
し

て
い
ζ
ｔ
回
然
で
す
▼
も
ち
３

ん
国
が
主
絶
の

一
部
亡
秘
濃
す

基
ヽ
セ

は
あ
り
■
す

。
「
え
ば

Ｅ
υ
加
盟
日
は
主
権
め
一夕

脅

姜

と
電
琺
で
定
あ
て
い
ま
す
。

た
な
〕

「
立
琺
瀧

‘
行
政
権

お
よ
び
司
義
権
い
、
Ｌ
手
ヒ
記

“
３
場
合
…
条
約
ｏ
住
め
５
ロ

酪
機
間
に
勤
兼
で
き
３
」
（
オ

つ

ノヽ
ブ
電
華

）
と
い
つヽ
よ

つヽ
に
、

回
聡
協
力

ず
前
提

で
す
▼
学
繕

政
権
か
ご
り
押
し
す

３
戦
争
義

実

は
、

「
つ

か
口

の
な
士
と
金

う

）

国
島
，
」守
３
」
〉て主

権

守
護
か
口
実

で
す
が
，
て

い
内

さ
は
来
曰
に
よ
３
他
日
の
主
権

擾
害
に
加
担
す
５
道
一ｏ開
く
セ

０
。
主
権

の
相
互
・専
奄
と
い
つヽ

国
畔
平
和
め
原
的
に
逆

行
し
ま

す

▼
日
本
の
主
権

ｔ
本
当
に
担

う

の
は
、
支
ウ

邊

り

Ｆ
主
管
わ

し
て
よ
５
国
民

て
す
。
戦ヽ
争

ヘ

め
道
８
訪
ぐ
に
は
、
主
権
者
の

力
で
申
弓
“
権
ヒ
退
輝
き
き
３

し
か
よ
り
ま
さ
ん
。


